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DIRECT-TO-CONSUMER
GENETIC TESTING
FOR HUMAN
FOR FUTURE

医療機関を介さない遺伝⼦検査
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Established in 2015
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遺伝⼦検査サービスを通して被験者の次の選択肢を広げ、

挑戦や対策に勇気を与える。同時に激変する社会から想像

できる⽣存戦略を概念的に共有し被験者の固定概念を覆し

視野を拡張させることを⽬的に活動する。

遺伝⼦検査を通して

株式会社DNA FACTOR / DNA FACTOR INC.

A�:�810-0022�福岡市中央区⼤名2-2-2-4F�/�4F,Goto�Bldg.2-2-2,Daimyo,Cyuo-ku,Fukuoka�city,Fukuoka,810-0022,Japan

M�:�info@dna-factor.jp
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GENE
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遺伝⼦

ヒトのカラダは、さまざまな細胞が集まってできている。⽪膚を作る⽪

膚細胞、筋⾁を作っている筋⾁細胞など。そのすべての細胞には「核」

という物質が存在し、その核の中に「染⾊体」と呼ばれる23対の構造が

隠れている。そして更に染⾊体を解いていくと⼆重螺旋構造のDNAが現

れる。⼆重螺旋DNAは２本の⻑いテープが「螺旋」を巻いた様な構造を

していて、DNA上には⽣物のカラダの構造や⽣命活動に必要なタンパク

質をつくるための設計図が描かれている。この⻑いDNA上にはさまざま

なタンパク質の設計図が並び「遺伝⼦」と呼ぶ。
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次世代の遺伝⼦検査フィールド

DTC領域の遺伝⼦検査市場では、消費者と検査機関との間に医療機関な

どを媒介せずに体験することができる。選択する時間的限界費⽤は数年

前と⽐べると圧倒的で直感的である。⾃⾝が⾃⾝の遺伝⼦を知りたいと

思えばインターネットにアクセスして翌⽇、もしくはその次の⽇には検

査を開始することができる。信頼できる検査機関にDNAを預けておけば

即⽇解析も可能である。消費の価値が変わる次世代に照準を合わせ、

DNA�FACTORは、ユーザーが知りたいと思った瞬間、知ることができる

検査フィールドを創造し価値の⾼い可処分時間に貢献する。



GENETIC TESTING
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採取

⼝腔内粘膜に含まれる細胞を、様々な試薬を

使い、細胞膜など不必要なものを溶かした

り、取り出したりして、必要な染⾊体だけを

抽出していく。このように実験⽤の薬や遠⼼

分離機を使⽤して不要な⽔分やゴミを取り除

く作業を総称して“抽出”と呼ぶ。

溶解

さらに細胞（核）の中にある核の中に仕舞い

込まれている染⾊体からDNAの“吸着・溶

出”を⾏う。カラムという実験⽤具を使ってろ

過するように必要なDNAが抽出される。抽出

作業は溶解・吸着・洗浄・溶出といった⼯程

を⼀連しておこなう。その間に遠⼼分離機や

ボルテックスといった機械を使⽤する。

吸着・溶出

専⽤の検体採取綿棒を使⽤して、⼝腔内粘膜

を採取。遺伝⼦検査に必要なのは、その⼈の

細胞でありそのために⼝腔内粘膜や⾎液、⽖

や髪の⽑などを採取する。当検査では新鮮な

細胞が⽐較的たくさん採取することができる

⼝腔内粘膜採取を採⽤している。

増幅

⼝腔内粘膜だけでのDNAでは、数が少ないの

でPCRという特殊な機械を使って増幅（コピ

ー）していく。

シークエンス
シーケンサーという先進機械でDNA

を照射しその配列順序を読み取る。

解析

調べたい箇所の遺伝⼦配列が⼀体どのように

並んでいるのを医師が判定。遺伝⼦検査にお

いて熟知している医師の判断が遺伝⼦検査の

精度をより⾼くしている。この時、シグナル

が不鮮明で判定困難となった場合、確実な結

果を得れるまで増幅作業から何度でもやり直

します。

印刷

判定した遺伝⼦配列を元に検査結果をPCで製

作していく。ベースとなるソフトを使⽤して

⼀⼈⼀⼈丁寧に製作。
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実験の⼿順



PCR
遺伝⼦検査で正しい結果を出すためには、“増幅”�というステップが重要。当検査の“ダイレクトシークエンス法”で

は、ターゲットとなる塩基の周囲の塩基の状況も鮮明に写すことができる。パーソナライズされた調合薬が、これを

可能にし、DNA�FACTORの医師が⾃ら調合している。

試薬
化学実験で反応させることを⽬的に製造された薬品の総称。⼈⼯的な条件下で⾏う⽣物学実験など、酵素や受容体そ

のものを⽣体より取り出さして作⽤させる場合などに試薬と呼ぶ。

シーケンサー�
遺伝⼦検査は、いくつものステップを踏んで⾏われる。⼗数年前までは、これら全てのステップを⾏うのに1年以上

の歳⽉を必要としコストは数百万円もかかっていた。現代では、数万円を⽀払い数ヶ⽉待てば⼿元に結果が返って来

る。さらに⼗年後は数千円払えば、数週間で全ての遺伝⼦配列を紐解くことができると⾔われている。シーケンサー

で照射した遺伝⼦の配列はパソコン上に映し出すことができる。あなただけの配列は、波線グラフのように投影され

る。最終的にドクターが⽬でみてしっかりと検査結果が出ているかを確認（解析）する。

ボルテックスミキサー
試験管などの底部を⾼速旋回させて内溶液を撹拌させる実験器具。上向きの電動機に駆動軸の中⼼からずれた位置に

ゴム製の椀が付いている。試験管の底部を椀の中や縁に接触させて⾼速旋回することで内溶液に渦が形成され撹拌が

⾏われる。

カラム
筒状の容器に充填剤をつめ、そこに溶媒に溶かした反応混合物を流し、化合物によって充填剤との親和性や分⼦の⼤

きさが異なることを利⽤して分離を⾏う。

遠⼼分離機
遠⼼⼒を利⽤して固体と液体をまたは⽐重の異なる液体を分離させる装置。遠⼼機。化学の実験や医療の分野でも活

躍している実験⽤マシーン。1分間に数千回も回すことができる。

スワブ
綿棒状の検体採取キットのことを“スワブ”と呼ぶ。集められた検体スワブは冷蔵で保管され検査開始まで保存され

る。

実験で使⽤するもの
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direct sequence







Line up
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〈継続型遺伝⼦検査〉

⼦どもの遺伝⼦

遺伝⼦型によって異なる潜在的な個⼈の性質

（脳機能や⾝体機能）を森に住む愛すべきモ

ンスターたちに準えて表現。⾃⾝の個性を客

観的に可視化することができ、そもそもその

能⼒って？という定義から考えるきっかけを

意図的に作り、社会的で顕在的な概念を解き

放つ。

優劣ではなく多様性

遺伝⼦検査はよく優劣やプラスマイナスの概念で捉

えられがちだが、⽣物学的観点でのこの検査は、ヒ

トの多様性として個性を捉えている。10の⼈が存在

すれば10のカリキュラムが存在し、10のコミュニケ

ーションを検討することが⼤切であり現代社会の仕

組みは多様ではなく圧⼒的な協調を促す構造になっ

ていることに気づくフックとして遺伝⼦検査を活⽤

して欲しい。数⼗年後の未来に必要なのは協調か多

様か？承認欲求から解き放たれた⼦どもたちが好き

なことが得意なことであり仕事であり⽣活であると

信じて⾏動できる社会にはその答えがある。

拡げる

遺伝⼦検査によって未来は狭まるのか？ジー

ンフォレストではそうさせない⼯夫をいくつ

も⽤意している。潜在的な個性から考えられ

る仕事や環境やフィールドを、今ではなく予

測される未来社会の変化もしっかりとキャッ

チしながらアドバイスする。テクノロジーの

進化と社会変化を⾒据え、豊富なアイディア

と選択肢を例に挙げることで被験者の視野は

きっと数倍に拡がる。

ジーンフォレストでは1つの遺伝⼦に対して1冊の検査結果を提供し、気に⼊れば2

つ、3つと継続して検査し続けることができます。数百を超える遺伝⼦データをあな

たの本棚に蓄積していくことができるこのサービスは、⾃⾝の経験や第三者評価、⼼

理テストに依存していた⾃⼰分析に新しい指標として注⽬されています。
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遺伝⼦の向こう側。
ジーンインモーストはDNA�FACOTR�INC.がピックアップした数種類

の遺伝⼦をパッケージングした⽬的別のプロダクト。能⼒開発やダイ

エット、肌の⽼化制御など、遺伝⼦によるステータスから考えること

のできる次の⾏動をフォローする。

１億総⾃⼰分析時代。

⾃分を受け⼊れることで解放する劣等。

⾃分を抽象化することで具体化する思考。

⾃分を仮説⽴てることで軽くなる初速。

⾃分とは遺伝⼦であり全てはその向こう側である。

Message

GENE FOREST
GENEINMOST

GENETIST
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@dna_factor_inc
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WE GENE!!
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HUMANS HAVE ABOUT 30,000 GENES. EACH GENE IS WORKING AS A
BLUEPRINT OF THE PROTEIN, WHICH IS ONLY EXPRESSED AT AN
APPROPRIATE TIME AND WORK IN A COORDINATED MANNER.

WORK SHOP
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2040年（シンギュラリティ）を⽣きる私たちには、

より多くの学びや成功体験が必要かもしれない...。

そんな感覚の⼈のためにワークショップ「遺伝⼦検

査で⾃⼰分析してみる」を開催。知らないから知っ

ている⼈にとりあえず聞く。知ってる⼈は知らない

⼈に与えることでより濃度を⾼める。そんなインプ

ットとアウトプットが交錯するアメーバのようなコ

ミュニティ。エイジズムから解放されたこのコミュ

ニティに年齢というクラス分けはない。共通の⽬的

で構成されたダイバーシティの中で⼀⼈⼀⼈が⾃⼰

価値を満たされ、そんな背中を次世代の参加者に伝

えたい。

DNA�FACTOR�が
主催するワークショップ
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OEM
PEGE27





Let's
Genetic
testing!


